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この数年、人材不足の言葉と共に職員採用の状況が大きく変化

◆ハローワークに求人を出すが、なかなか応募が来ない

◆紹介会社からの採用や

 派遣職員を採用する事で人員を確保している…etc.

今後の求人活動を大きく見直し、

新しい考え方を学び、新しい取り組みを行う事で

『天寿会で働く職員を確実に増やしたい』
との思いからプロジェクトチームを立ち上げた
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01はじめに



02チーム立ち上げ

古川伸子
◆常務理事
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佐伯彩香
◆梅光園

中山瑞貴
◆玄海園

藤田昭子
◆天寿荘

浦郷順一
◆ヴィラ梅光

五郎丸優
◆ヴィラ梅光

リーダー 企画 デザイン 写真 オブザーバー

菱沼あや子
◆玄海園

浪口知保
◆本部

横山美吏
◆梅光園



日時 R4年8月9日 1回目のプロジェクト会議を開催

参加者 プロジェクトメンバー8名、ホームページ業者1名

内容
既存のホームページ求人サイトの見直しを行う事を
前提に採用活動の現状報告、課題抽出を行った。
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第1回 プロジェクト会議の開催



今の時代の採用傾向 天寿会の採用方法

6

就職・採用活動の現状

◆求職者のほとんどが

 スマートフォンやPCを使って

 情報を収集している

◆ハローワークからの

 求人募集はほとんどない

◆ホームページはあるが、採用情報が

 薄い。さらに更新回数も少ない

◆ハローワークからの採用を

頼りにしている

◆各施設で採用を行っているため、

 内容が限定的
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見えてきた課題

各施設だけでは内容が少ない。

天寿会の事も求職者に伝えたい

多くの人に知ってもらうために、SNSの活用していく方が良い

求職者が欲しい情報をホームページにもっと載せていく

必要がある。更新回数も多くする
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『 てんじゅナビ 』の立ち上げ

同席したホームページ業者より、見直し内容のボリュームから

既存のホームページはそのまま残し、新しくサイトを作った方が

求職者に向けてよりメッセージが伝わるのではないかとアドバイスを頂く

天寿会求人サイトの新たな立ち上げが決定

その後の会議にて サイト名『 てんじゅナビ 』

と決まりR5年4月の運用開始に向けてサイトの構築を行った
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03取り組み



◆若年層、各年代の求職者が天寿会に興味を持って

 採用に繋げられる様なサイトにする

◆求人票には載っていない、求職者が知りたい情報を掲載

どんな記事を載せる？？？

etc.
10

取り組み①
求人サイトの内容検討

スタッフ

インタビュー

スタッフの

休日の

過ごし方

福利厚生
天寿会の

取り組み



各施設で掲載職員の選定、記事の作成を行う
11

取り組み② 求人サイト企画書作成



「不二家」 「楽天」  「日清」

人気がある会社にはそれぞれ会社のマスコット的な存在があり、

天寿会をPRするためにもインパクトが必要

→サイトをより愛してもらえる様に、

ホームページ内の案内キャラクターを作成する事に
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取り組み③
マスコットキャラクター作成
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マスコットキャラクター案

福禄てん寿くん
ふくろく   じゅ

てんつるちゃん 熊さん
くま
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マスコットキャラクター決定

天寿会マスコットキャラクター

熊(くま)さん

覚えてね～



サイトを浸透させるために以下の取り組みを行った

 ◆エコバッグの作成

◆QRコードシールの作成

◆チラシ作成

◆Instagramの開設とホームページの更新増
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取り組み④ 『てんじゅナビ』の浸透



マスコットキャラクター熊(くま)さんを使ったエコバッグを

作成し、面接会の来場者や施設見学に見えた方に配布
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エコバックの作成
高校への学校訪問

技能実習生の現地面接会に

行った際にも渡してきました！



◆QRコードシールを作成

◆名刺に貼って、てんじゅナビをPR

QRコードから直接サイトへ

誘導できるようにした

17

QRコードシールの作成 チラシの作成

チラシにもQRコードを載せアピールしました



◆てんじゅナビのInstagramを開設し、

 求人に関する情報をアップ

◆今まで以上にHPの更新を増やすため

Facebookなどを開設している施設には

 イベントや出来事をアップしてもらうよう

各施設にも協力を仰いだ
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Instagramの開設、
ホームページの更新を増やす



04 結果

R5年4月より運用開始。

同月よりホームページの分析を実施した。



てんじゅナビは福岡市や佐賀市など

九州だけでなく、大阪府や他県、

海外からも閲覧されている事がわかった。
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結果
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結果

「人を知る」

「採用情報」

「天寿会を知る」

等の閲覧数が多い。

働く職員や天寿会について

興味がある方が多く、

採用情報も見られている

事がわかった。
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結果

しかし・・・

求人に繋がる問い合わせの

ページは入力項目が多く、

書き込まれずに直ぐ

離脱されているのが現状。
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SNSを活用し内容をもっともっと充実させていくこと

05今後の課題

→各施設のSNSとてんじゅナビをリンクさせ、

 てんじゅナビのエントリーももっと簡易にする。

 求職者が欲しい情報がすぐに得られる様に工夫していく。
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外国人職員の紹介を増やす

天寿会で働く外国人職員は42名(R6.7月現在)

05今後の課題

→様々な取り組みを行っている事を外国の人にも知ってもらう
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職員にもサイトを知ってもらい、宣伝してもらう

05今後の課題

→自分が働く職場がどんなところか、

 どんな取り組みを行っているのか、

まず天寿会の職員が知り、自分たちで職場を

作っていく意識を持ってもらう様働きかける
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06
取り組みを始めて各施設のホームページの閲覧数は伸びています。

様々な取り組み記事を発信する事が、多くの人に見てもらうチャンス

となります。これからも工夫を凝らして「てんじゅナビ」の充実を図り、

選ばれる施設・働きやすい施設として、天寿会に関わるご利用者・

職員が満足できるよう取り組んで行きたいと思います。

最後に



ご清聴ありがとうございました
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